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1. はじめに












































Friedemann Bach（1710 ～ 84），次男カール・フィリップ・エマヌエル・バッ
ハ Carl Philipp Emanuel Bach（1714 ～ 88）の他，ヨハン・フィリップ・キ
ルンベルガー Johann Philipp Kirnberger（1721 ～ 83），ヨハン・クリスティ



























1　 DOCUMENTA MUSICOLOGICA, Zweite Reihe,: Handschriften-Faksimiles XI, Johann 














（一部は 2 ページで一曲）記し，2 種類のラストラール（楽譜用の 5 線ペン）
を使用し，1 ページに 2 段の五線譜を 3 または 4 列引いている。現代の『オ
ルガン小曲集』出版楽譜ではウィーン原典版 3を除き， 3 段譜（手鍵盤 2
段と足鍵盤 1 段）で書かれている。しかしバッハの自筆譜では，すべての







2　G.B.スタウファーは1722または23年としている。Johann Sebastian Bach, The Complete 
Organ Works （Colfax, Wayne Leupold Editions, 2012）, p. xix.









イマール讃美歌選集』 Auserlesenes Weimarisches Gesangbuch（1681年，第






ハインツ=ハラルド・レーライン Heinz-Harald Löhlein は，1675年頃出版さ
れ，バッハ家で1冊は少なくとも所有していたが，現在は失われたコラー
ル集ではないかと推測している 5。なぜなら，ヨハン・クリストフ・バッハ 







4　Robin A.Leaver, “Bach and Hymnody: The Evidence of the Orgelbüchlein”, Early 
Music 13 （1985）, pp.227-236.
5　Johann Sebastian Bach, Neue Ausgabe Sämtlicher Werke （Bärenreiter, Leipzig und 
Kassel, 1984） Ⅳ/1 Kritischer Bericht p.103.
6　Johann Christoph Bach, 44 Choräle zum Präambuliern （Bärenreiter, Kassel, 1949）．
7　Idem, The Complete Organ Works （Colfax, Wayne Leupold Editions,2012） SeriesⅠ: 

































書かれ，ライブツィヒ時代に〈神の恵みを共にたたえん〉Helft mir Gottes 
Güte preisen BWV613，〈おお悲しみよ，おお心の苦しみよ〉BWV Anh. 200
の断片を作曲したほか，〈キリストはわれらに至福を与え〉Christus, der 
uns selig macht BWV620aをBWV620に，〈来たれ，創り主にして聖霊なる
















8　新バッハ全集校訂のレーラインは1713 ～ 1714, 1714 ～ 1715, 1715 ～ 1716、Cヴォル
フは1708 ～ 1712, 1712 ～ 1713, 1715 ～ 1716、R.スティンソンは1708 ～ 1712, 1712 ～
1716, 1716 ～ 1717。S.ヒームケは1713 ～ 1714, 1714 ～ 1715, 1715 ～ 1716, 1716 ～ 1717。
9　Johann Sebastian Bach, The Complete Organ Works SeriesⅠ : Volume1B （Colfax, 
Wayne Leupold Editions,2012） p. xix.
10　Johann Sebastian Bach, Sämtliche Orgelwerke Band7, ed. By Sven Hiemke （Breitkopf 






















イエスよ，われらここにあり〉Liebster Jesu, wir sind hier のコラールは 2
つの版が記されている。BWV633と634で，BWV634が初期稿，BWV633が
最終稿である。また〈おお悲しみよ，おお心の苦しみよ〉O Traurigkeit, o 





























































































12　Johann Sebastian Bach, Neue Ausgabe Sämtlicher Werke,Ⅳ/1 , Kritischer Bericht 










Girolamo Frescobaldi（1583 ～ 1643）の『音楽の花束』 Fiori musicali，フラ






ハのためのクラヴィーア小曲集』Clavierbüchlein für Wilhelm Friedemann 
Bach（1720年記入開始），『アンナ・マグダレーナ・バッハの音楽小曲集』
Notenbüchlein für Anna Magdalena（1722年記入開始），『平均律クラヴィー
ア曲集第１巻』Das Wohltemperirte Clavier（1722年完成），『インヴェンショ



























的な鍵盤楽器作品は 4 巻からなる『クラヴィーア練習曲集』Clavier Übung
である。この曲集は，バッハの鍵盤音楽の集大成ともいうことのできる曲







14　Johann Sebastian Bach, Sämtliche Orgelwerke Band7, （Breitkopf & Härtel, Wiesbaden, 
2011）, p. 11.
15　Johann Sebastian Bach, The Complete Organ Works SeriesⅠ: Volume1B （Colfax, 
Wayne Leupold Editions,2012） p. xxvi.
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曲集』の改訂作業を行っている。この時期はちょうど，『クラヴィーア練
習曲集』の出版時期と重なるのである。『オルガン小曲集』の楽譜帳に他
の作品を書き入れてしまうと，曲集全体の構成が不明瞭になってしまうた
め，コラール名と五線譜を書いた状態のみで，残されたのではないだろ
うか。断片として残っている〈おお悲しみよ，おお心の苦しみよ〉BWV 
Anh. 200については，他の筆写譜など一切他の資料には見られない。その
ため，この作品はライプツィヒ時代に直接この楽譜帳に作曲しようとした
が，構成上合わないことに気づき， 2 小節のみで作曲を取りやめた可能性
が考えられる。
このように，約30年かけて完成した『オルガン小曲集』は，ヴァイマー
ル時代には主にバッハ自身の礼拝奏楽のためのコレクションとして，ケー
テン時代には息子や弟子たちのための教育用，そしてライプツィヒ時代の
晩年にはバッハの音楽の集大成として，編集されていると考えられる。他
の曲集で約30年にわたって作曲された曲集はない。弟子たちの教育のため
に書かれたことは確かで，いくつかの筆写譜が残されている。しかしバッ
ハの生前に45曲全曲を筆写しているものは 1 つもない。ほとんどのものは
数曲のみ筆写されている。このことは，教育上の目的として45曲は必要な
いとバッハも弟子も考えていたのではないだろうか。それにも関わらずラ
イプツィヒ時代に作品が追加されていることは，曲集全体の構成が理由で
あることは明らかである。
6.　おわりに
本論は『オルガン小曲集』の構成と成立過程を観察することにより，バッ
ハがどのような意図で曲集を編集したのかを考察した。これまで多くの研
究者が様々な説を唱えてきた。しかしそのいずれもが，小曲より大曲の方
が価値が高い，またバッハの後期の作品の方が，中期の作品よりも価値が
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高いという価値観から，『オルガン小曲集』を研究してきたと思えてなら
ない。しかし，バッハは小曲の集まりであるこの作品集にライプツィヒ時
代の晩年に至っても曲を追加し，一度作曲した作品も改訂していることか
ら，バッハは大曲，小曲という区分で作品を考えていなかったことは明ら
かである。『オルガン小曲集』の目的は，それぞれのヴァイマール時代，ケー
テン時代，ライプツィヒ時代により，変化していくと共に，常にバッハが
この曲集を重要視していたことが，各時代の編集作業を行ったことからも
明らかである。
『オルガン小曲集』はオルガンを学ぶ際に，必ず全曲練習する曲集である。
いわばオルガン演奏の基本である。そのためバッハのオルガン作品の初歩
として練習され，手と足を合わせる難しさに集中してしまい，バッハがこ
の作品集に盛り込んだ象徴，作曲技法などについて，研究する機会がオル
ガニストにはほとんどない。バッハは『オルガン小曲集』の作曲を中途で，
やめたのではなく晩年に至るまでその作品に対して改訂作業を行った。本
論を通して『オルガン小曲集』の価値を再評価されれば幸いである。
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